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所（HERI）が開発したCFS（CIRP Freshman Survey）とCSS（College Student Survey）をベ
ースに、日本の大学生の実態を反映して独自に改良した調査票であり、学生の満足度、入
試にかかわる情報、高校時代の学習や生活状況、自己評価、価値観等の項目で構成される。


















































性別 人数 割合(％） 
男 性 7,199 48.3 
女 性 7,249 48.6 
無回答   470  3.2 
専門分野 人数 割合 
人文学 1,319 8.8 
宗教学 46 0.3 
心理学 646 4.3 
法学・政治学 542 3.6 
経済学・経営学・商学・会計学 1,539 10.3 
社会科学 1,242 8.3 
理 学 496 3.3 
工 学 1,952 13.1 
農 学 379 2.5 
生命科学 497 3.3 
獣医学 9 0.1 
医 学 902 6.0 
医療サービス 983 6.6 
家政学 831 5.6 
教育学 1,894 12.7 
芸 術 422 2.8 
その他 886 5.9 
無回答等 333 2.2 
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表２．主体的学習に関する項目の因子分析の結果 
 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性 
Ⅰ．自己主張（α= .79）     
自分の意見を論理的に主張した .955 -.095 .014 .82 
授業中、質問した .632 .030 .010 .43 
問題の解決方法を模索し、それを他者に説明した .536 .259 -.007 .53 
Ⅱ．向上心（α= .75）     
問題に対処するために新しい解決策を求めた .027 .754 .053 .65 
困難なことにあえて挑戦した .005 .734 .013 .56 
自分の失敗から学んだ -.008 .602 -.022 .34 
Ⅲ．探究心（α= .68）     
授業以外に興味のあることを自分で勉強した -.050 .049 .698 .49 
科学的研究の記事や論文を読んだ .073 -.076 .659 .43 
インターネット上の情報が事実かどうか確認した .009 .084 .518 .34 
因子間相関     
Ⅱ .64 -   























 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性 
Ⅰ. 社会的貢献志向（α= .86）      
地域社会の活動に参加する .877 -.103 -.110 .047 .65 
人権意識の向上に役立つ .823 -.044 -.005 -.010 .64 
環境を守るための活動に参加する .643 .023 .022 .050 .46 
政治動向に関心を持つ .625 .062 .073 -.082 .46 
多様な社会や文化を理解する .608 -.082 .039 .186 .43 
地域社会のリーダーになる .605 .179 .079 -.126 .53 
Ⅱ. 社会的成功志向（α= .81）      
会社などで出世する -.018 .923 -.092 -.003 .80 
お金持ちになる -.175 .729 .003 .113 .48 
企業や団体などで管理職になる .179 .660 -.024 -.095 .54 
ビジネスで成功する .039 .583 .137 .064 .44 
Ⅲ. アート志向（α= .86）      
芸術作品を製作する -.032 -.024 .892 .032 .76 
文芸作品を執筆する -.005 -.027 .856 .004 .72 
舞台芸術で成功する .074 .040 .692 -.040 .56 
Ⅳ. 個人的幸福追求志向（α= .72）      
自分の生きたい人生を送る -.045 .041 .054 .788 .61 
友人関係を大切にする .145 .049 -.066 .672 .54 
因子間相関  Ⅱ Ⅲ Ⅳ  
Ⅱ .44 -    
Ⅲ .45 .27 -   
















 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性 
Ⅰ. 実践的対応力（α= .81）      
社交面での自信 .874 -.067 -.050 -.040 .62 
協調性 .608 -.057 .039 -.013 .36 
リーダーシップ .570 .014 .150 .037 .51 
他者の理解 .555 .007 .028 -.031 .31 
自己の理解 .553 .112 -.059 -.023 .32 
情緒面での安定度 .501 .054 .057 -.118 .26 
プレゼンテーションの能力 .488 .107 -.014 .176 .45 
Ⅱ. 基礎学力（α= .77）      
学力 -.171 .950 .041 -.026 .77 
一般的な教養 .161 .579 -.095 .062 .45 
外国語の能力 .027 .535 .046 .005 .33 
知的面での自信 .301 .525 -.003 .015 .55 
数理的な能力 .008 .431 .089 .000 .23 
Ⅲ. 精神的頑健性（α= .83）      
やる気 .071 -.051 .775 -.025 .63 
ねばり強さ -.017 .060 .767 -.080 .56 
競争心 -.087 .117 .669 .040 .47 
チャレンジ精神 .178 -.056 .621 .078 .60 
Ⅳ. クリエイティブ（α= .68）      
芸術的な能力 -.131 .102 -.081 .760 .50 
創造性 .071 -.102 .090 .739 .36 
因子間相関  Ⅱ Ⅲ Ⅳ  
Ⅱ .53 -    
Ⅲ .69 .41 -   














 Ⅰ Ⅱ 共通性 
Ⅰ. 積極的キャリア形成志向（α= .82）    
自己を表現する仕事 .803 -.082 .59 
創造性や独創性 .759 -.065 .53 
リーダーシップを発揮できる可能性 .648 .053 .46 
さまざまな領域の仕事をする可能性 .626 .079 .45 
社会を変えるための仕事 .574 .065 .37 
Ⅱ. 世俗的キャリア形成志向（α= .75）    
高収入の可能性 -.118 .860 .66 
生活の安定や保証 -.091 .627 .35 
世間的な知名度や地位 .223 .529 .44 
就職時の選択肢の多さ（つぶしがきく） .124 .513 .34 
自由な時間 .082 .456 .25 
因子間相関 -   







変数名 N Mean SD 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
1.  自己主張 14,771 2.22 0.71 1      
2.  向上心 14,728 2.52 0.69 .55 1      
3.  探究心 14,730 2.02 0.69 .47 .51 1      
4.  社会的貢献志向 14,516 2.43 0.66 .29 .34 .27 1      
5.  社会的志向 14,621 2.62 0.72 .15 .12 .10 .40 1      
6.  アート志向 14,654 1.72 0.74 .18 .13 .29 .41 .24 1      
7.  個人的幸福追求志向 14,684 3.60 0.58 .10 .22 .02 .24 .21 -.06 1      
8.  汎用的能力 14,622 2.97 0.66 .40 .36 .20 .27 .20 .10 .18 1      
9.  基礎学力 14,707 2.76 0.66 .30 .29 .23 .17 .16 .10 .03 .52 1     
10. 精神的頑健性 14,680 3.14 0.83 .34 .47 .18 .31 .17 .09 .19 .61 .42 1    
11. クリエイティブ 14,771 2.78 0.85 .26 .26 .25 .20 .11 .36 .07 .45 .37 .38 1   
12. 積極的キャリア形成志向 14,617 2.65 0.67 .33 .34 .25 .59 .42 .39 .21 .33 .20 .38 .36 1  
13. 世俗的キャリア形成志向 14,575 3.05 0.56 .09 .09 .05 .27 .62 .14 .29 .13 .11 .09 .10 .44 1 











 自己主張 向上心 探究心 
勉強や宿題 .12** .20** .02 
友人との交際 .05** .01 -.01 
授業以外での教師との会話 .25** .18** .12** 
運動やスポーツ .08** .09** -.01 
アルバイト .03** -.04** .04** 
ボランティア活動 .13** .09** .14** 
部活動や同好会 .06** .10** .00 
テレビ鑑賞 -.08** -.08** -.09** 
家事手伝い .12** .08** .14** 
趣味としての読書 .07** .03** .21** 
TV・PCでのゲーム遊び -.07** -.11** .10** 












変数 β R2：自由度調整済み決定係数 
自己能力観（実践的対応力） .24 


















 「探究心」では、「高3行動（趣味としての読書）」（β=.19 ** p<.001）が最も高く、「人

























 自己主張 向上心 探究心 
 男性 女性 男性 女性 男性 女性 
N 7,115 7,193 7,103 7,166 7,108 7,160 
Mean 2.22 2.21 2.49 2.55 2.06 1.99 















自己主張 A B C D E F G H 
N 6,748 1,031 721 422 2,383 367 2,017 1,082 
Mean 2.20 2.25 2.24 2.28 2.19 2.23 2.24 2.21 
SD 0.70 0.70 0.71 0.69 0.71 0.75 0.70 0.74 
 
表13．入学した入試種別にみる向上心の平均値 
向上心 A B C D E F G H 
N 6,740 1,028 718 423 2,370 360 2,010 1,079 
Mean 2.54 2.51 2.54 2.54 2.44 2.51 2.54 2.47 
SD 0.68 0.68 0.67 0.66 0.68 0.74 0.68 0.73 
 
表14．入学した入試種別にみる探究心の平均値 
探究心 A B C D E F G H 
N 6,738 1,029 717 422 2,372 363 2,012 1,077 
Mean 1.99 2.02 2.04 2.09 2.04 1.89 2.10 2.09 




















自己主張 上位の方 中の上くらい 中くらい 中の下くらい 下位の方 
N 2,736 4,078 3,407 2,155 1,956 
Mean 2.40 2.27 2.19 2.15 1.99 
SD 0.76 0.68 0.66 0.66 0.72 
 
表16．高校時代の成績別にみる向上心の平均値 
向上心 上位の方 中の上くらい 中くらい 中の下くらい 下位の方 
N 2,728 4,066 3,404 2,144 1,952 
Mean 2.67 2.58 2.51 2.45 2.28 
SD 0.71 0.64 0.64 0.66 0.76 
 
表17．高校時代の成績別にみる探究心の平均値 
探究心 上位の方 中の上くらい 中くらい 中の下くらい 下位の方 
N 2,728 4,071 3,396 2,150 1,953 
Mean 2.09 2.06 2.02 2.02 1.89 
























 自己主張 向上心 探究心 
 学士 修士 博士 学士 修士 博士 学士 修士 博士 
N 12,165 1,773 523 12,125 1,768 522 12,127 1,771 521 
Mean 2.19 2.29 2.44 2.49 2.60 2.71 1.99 2.11 2.35 
SD 0.70 0.68 0.79 0.68 0.66 0.73 0.67 0.70 0.80 
 
 
４．考察 
 本研究では、高校時代に「主体性」を伴う学習行動をしてきたと考えられる学生にどの
ような特徴があるのかを明らかにするために、様々な大学の学部新入生が回答した
JFS2013を利用した分析を行った。同調査における主体的学習に関わる項目からは、「自己
主張」「向上心」「探究心」という「主体性」に関わる３因子が抽出された。以下にその特
徴を示す。 
 
「自己主張」を伴う活動をしてきたと考えられる学生像 
大学卒業後は、積極的に自分のキャリア形成を志向するとともに、自己能力観として、
実践的対応力や基礎学力を有していると認識しており、高校３年時には授業以外で教師と
の会話に時間を費やした傾向がみられる。また、性別や入学した入試種別などによる違い
はみられないが、高校時代の成績が相対的に良かったと認識し、将来的な学歴として、大
学卒で終わらず大学院進学（博士課程まで）を想定している者ほど、自己主張を伴う活動
をしてきた傾向が確認された。 
 
「向上心」を伴う活動をしてきたと考えられる学生像 
大学卒業後は、積極的に自分のキャリア形成を志向し、社会的貢献を志向するとともに、
自己能力観として、精神的頑健性と実践的対応力を有していると認識おり、高校３年時に
は勉強や宿題に時間を費やした傾向がみられる。性別では、男子よりも女子の方が向上心
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が強く、入学した入試種別においては、一般入試の方が指定校推薦やAO選考よりも向上心
が高いことが示された（なお、指定校推薦よりも公募推薦の方が高い）。また、高校時代の
成績が相対的に良かったと認識し、将来的な学歴として、大学卒で終わらず大学院進学（博
士課程まで）を想定している者ほど、向上心を伴う活動をしてきた傾向が確認された。 
 
「探究心」を伴う活動をしてきたと考えられる学生像 
人生的な価値観として、社会貢献やアートに関する志向性を持つとともに、自己能力観
として、基礎学力を有しクリエイティブであると認識し、高校３年時に、趣味としての読
書に時間を費やしてきた傾向がみられる。性別では、女子よりも男子の方が探究心が強く、
入学した入試種別においては、一般入試よりも指定校推薦や公募推薦の方が探究心が高い
（ただし、スポーツや課外活動の推薦は他の推薦制度よりも低い）。また、高校時代の成績
が相対的に良かったと認識し、将来的な学歴として、大学卒で終わらず大学院進学（博士
課程まで）を想定している者ほど、向上心を伴う活動をしてきた傾向が確認された。 
 
これら３つの因子の特徴を比べると、「性別」「入学した入試種別」「自己能力観」「人生
価値観」「今後のキャリア形成意識」においては、各因子で違いがみられるものの、「高校
時代の成績（自己認識）」「将来的な学歴希望」については共通的な傾向がみられる。つま
り、高校時代の成績が良かったと認識する者ほど、将来的に大学院までの学歴（特に博士
課程）を得たいと考えている者ほど、高校時代に主体的学習の経験があると解釈できる。 
では、これらの結果は、高等学校教育と大学教育の「主体性の接続」を考えるための材
料として、どのように活用できるであろうか。高大接続改革が進められる中、今後の大学
入試では、「主体性・多様性・協働性」を評価するために、多面的・総合的な評価が求めら
れている。当然のことながら、「主体性・多様性・協働性」は、身長や体重など、直接的に
観測できるような変数とは異なり、様々な行動や考え方といった観測できる情報から間接
的にしか評価できない構成概念である。仮に、「主体性」を面接試験で評価しようと考えた
場合、「主体性」を評価するための観点や質問内容を検討しなければならないが、本研究で
得られた知見が部分的に活用できると考える。例えば、主体性に関する下位概念として「向
上心」を評価観点とした場合、将来的なキャリア意識や自己能力観に関わる内容、高校に
おける成績の認識に関して尋ねる質問項目を検討することが１つの手段として考えられる
し、入試方法として、「探究心」を重視したい場合は、一般入試よりも公募推薦や指定校推
薦の方が受験者集団としては適しているかもしれない。こうした視点は、大学入試の場面
だけでなく、大学入学後の初年次教育やキャリア教育においても、どのような方向性でカ
リキュラムを検討していくかを議論するめの１つの素材となりうる。もちろん、大学の入
学難易度や学問分野の違いによって、本研究の結果をそのまま適用することには慎重にな
る必要があるが、自大学の調査データに限定して同様の分析枠組みで分析すれば、より実
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態に即した結果が得られと思われる。 
 本研究で示した結果は、先行研究等を踏まえて「主体性」という構成概念を定義し、同
概念を測定するために実施した調査から得られた結果ではない。その意味では、学術調査
として十分であるとはいえない。しかし、各大学で教育改革や入試改革について実際に議
論する場合、自大学の状況がどのようになっているか現状を把握することからはじまる。
その材料としてJFSのような学生調査を利用するならば、本研究で示した分析アプローチ
は、具体的検討の１つの枠組みとなりうる。 
一般的に学生調査には、学生の実態把握という共通の目的はあるものの、観点別には複
数の目的が含まれる。そのため、入試、教務、キャリア、価値観、経験、満足度などの様々
な項目で構成される。こうした項目によって得られた情報をどのように組合せて分析する
かという点でみれば、一定の分析枠組みが必要になるだろう。それにより、各大学が独自
で収集すべき情報の把握や検討のための作業仮説の設定などが可能になるものと考える。
しかし、学生調査等を活用する際の枠組み（または研究蓄積）は必ずしも多くはない。大
学生調査の歴史はまだ浅く、これから少しずつ発展していくものと推察する。それに合わ
せて分析・活用の枠組みも蓄積されなければならない。本研究が、その一部を担うことを
期待したい。 
 
 
引用文献 
中央教育審議会（2014）「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、
入学者選抜者の一体改革について～すべての若者が夢や目標を芽吹かせ、未来に花咲かせるため
に～」（答申）． 
 
－ 48 －
